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周
囲
を
小
高
い
山
々
で
囲
ま
れ

た
滝
畑
地
区
は
、
美
し
い
里

山
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
風
景
は
、湖
、滝
、せ
せ
ら
ぎ
、

鎮
守
、村
堂
、
茅か

や

葺ぶ
き

民
家
、
茅
場
な
ど

で
形
づ
く
ら
れ
、
季
節
ご
と
に
行
わ

れ
る
祭
礼
や
伝
統
行
事
は
、
地
域
の

魅
力
を
い
っ
そ
う
引
き
出
し
て
い
ま

す
。今
回
取
材
を
行
っ
た
「
光
滝
寺
初

不
動
の
大
餅
撒ま

き
」（
写
真
1
）
も
こ

の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

　

地
区
に
は
、古
く
か
ら
伝
わ
る
様
々

な
伝
承
も
あ
り
、平
安
時
代
の
天
慶
6

年（
９
４
３
）に
不
動
明
王
が
翁お
き
な

に
姿

を
変
え
、
村
人
に
炭
焼
き
を
教
え
た

と
い
う
伝
説
や
、
平
家
の
落
人
伝
説

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
た
び
、
地
域
の
歴
史
や

伝
統
的
生
業
を
今
日
に
伝
え
る
光
滝

寺
炭
焼
不
動
堂
の
炭
焼
不
動
尊
（
写

真
4
）
が
市
の

有
形
民
俗
文

化
財
と
な
り

ま
し
た
。

　

光
滝
寺
の
炭
焼
不
動
は
願

い
ご
と
を
一
つ
か
な
え
て
く

れ
る
一
願
成
就
で
有
名
で
、

家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
願

わ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
私

が
子
ど
も
の
頃
の
も
ち
撒
き

は
、近
隣
は
も
と
よ
り
、和
泉

や
和
歌
山
か
ら
も
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
露
天
商
も
多
く
立

ち
並
び
、と
て
も
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。今
は
露
天
商
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、境
内
に
は
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
の
人
が
参
詣
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

参
加
す
る
地
域
の
伝
統
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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※光滝寺は河内長野駅から南
海バス「滝畑ダム」下車、南
へ徒歩約20分

光滝寺本堂


